
名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程
Master‘s Program in Medical Sciences

Nagoya City University



■名古屋市立大学  Nagoya City University

大学概要
Introduction

開学：1950年（医学部・薬学部より始まり）

8学部・8研究科（大学院）の総合大学

学生数：学部生4,563名、大学院生925名
（計5,488名）

教員数：881名

職員数：3,463名（病院職員含）
（令和7年5月現在）



大学データ
University Data

科研費…8億3千万円（R6年）

教員ひとり当り学生数…5.4名

外国人学生…172名（19ｹ国）

全学部就職率…98.5%
（医学研究科修士課程進学・就職率：100％）

学位授与者数…修士5,354名、博士4,036名

（令和7年5月現在）



図書館・総合情報センター
Library

６つのキャンパスに分館があり全館の情報検索
が可能（website参照）

午前９時から午後９時（土日は午後５時）

８６万冊、雑誌１．4万種類



生協
UNIV. CO-OP

購買・書籍・食堂・旅行サービスなど

購買：午前１０時～午後５時（平日のみ）

食堂：午前１１時半～午後１時半（平日のみ）



Master’s Program, Graduate School of Medical Sciences

平成20年（2008年）設置

基礎医学と臨床医学を統合した学問体系

指導的な役割を担う研究者や技術者を養成

博士課程進学希望者を支援（奨学金支給：選考あり）

少人数の教育システム

特別選抜、一般選抜により年間３回の受験チャンスあり
（定員10名）

大学院修士課程

基礎系、臨床系合わせて３０以上の研究分野

社会人学生にも対応（夜間開講講座あり）

４月あるいは１０月の入学が可能

入試情報

特色



Admission policy

アドミッション・ポリシー

高度な専門性（知識と技術）と国内外で活躍する意欲と適性を備えた

多様な能力や経歴を有する人材を広く求める。 

減災・医療コース

救命救急士や理学療法士を例とした医療職や、企業・自治体・学校の

減災担当者でキャリアアップを目指す人などを対象に、講義・実習・演

習を通じて減災・医療の分野で活躍する人材の育成を目的としたコー

ス。

薬剤師、看護師、保健師、理学療法士、救急救命士、公認心理士等

で実務経験を持つ方を対象としています。



学習や研究に主体的・自律的に取り組む意欲を持つ人

求める学生像
Desirable Students

最先端の医学・医療及び生命科学に強い関心をもつ人

先駆的・独創的な研究者あるいは高度専門技術者を志す人

自然科学の基礎分野における十分な学力を有する人



欧文論文読解に必要な英語能力

自然科学分野の大学教養レベルの知識

生命科学分野の研究を理解し議論できる基礎知識

修得しておくべき知識の水準と内容
Required knowledge 



在籍者と所属分野（研究室）

循環器内科学 １名

２年生：１１名（男１０・女１）

リハビリテーション医学 １名

（令和８年４月現在）

脳神経生理学 １名

１年生：１６名（男８・女８）

環境労働衛生学 １名法医学 ３名

腫瘍・神経生物学 ２名

分子腫瘍学 １名

神経発達・再生医学 １名

先進救急医療学 １名

腎臓内科学 １名
認知機能病態学 １名

臨床医療デザイン学 1名

精神・認知・行動医学 １名 放射線医学 １名

統合解剖学 １名 機能組織学 １名

放射線医学 １名

リハビリテーション医学 ４名 先進救命医療学 １名

神経発達・再生医学 ２名



最近４年間（R４～R７年度4月）の入学者について

《出身大学・学部例》(留学生除く）
国立大学：鳥取大学医学部、熊本大学理学部、岐阜大学工学部、
弘前大学医学部、信州大学医学部、京都教育大学教育学部、金
沢大学医学部

公立大学：名古屋市立大学薬学部・総合生命理学部・看護学部

私立大学：東京福祉大学社会福祉学部、東京学芸大学理科専攻、
東京農業大学生命科学部、純真学園大学保健医療学部、愛知淑
徳大学健康医療学部、鈴鹿医療科学大学医用工学部、日本福祉
大学健康科学部、岐阜医療科学大学保健科学部、杏林大学保健
学部、立命館大学薬学部、北里大学理学部、関西学院大学生命
環境学部、中部大学生命健康学部など

出身大学・学部



■共通教育科目（14単位）（選択）
昼間開講：①生理系医学基礎、②病理・社会系医学基礎、③実
験手法概論、④臨床医学概論、⑤社会医学系基礎、⑥Basic
medical science1（英語）、⑦Basic medical science2（英語）
夜間開講：⑧臨床医療デザイン概論、⑨臨床医療デザイン特論、
⑩最新医学特論Ⅰ、⑪最新医学特論Ⅱ、⑫臨床基礎特論Ⅰ、
⑬臨床基礎特論Ⅱ、⑭総合認知症特論、⑮緩和/終末期ケア特
論、⑯減災・医療概論、⑰減災・医療特論Ⅰ、⑱減災・医療特論
Ⅱ、⑲脳神経科学講義
■演習・特別研究（16単位）
■修了要件
上記30単位を修得の上、学位論文を提出し最終試験に合格す
ること
※プログレス発表会：２年次初めに研究内容の中間発表を行う

修了要件
Degree Requirements

但し、④⑤⑯～⑱は減災・医療コース必修



減災・医療コース

学修課程と学位
医学研究科修士課程の修了要件に準ずるため、いずれかの分野(研究
室）に所属した上、本コースに2年以上在学し、共通教育科目14単位、専
門演習および特別研究16単位の計30単位取得後に学位論文を提出し審
査及び最終試験に合格すると、修士号が授与される。

必修科目
共通教育科目（19科目）中、5科目（10単位）を必修科目とする。
昼間開講科目
〇臨床医学概論（2単位） 〇社会医学系基礎（2単位）
夜間開講科目
〇減災・医療概論（2単位） 〇減災・医療特論Ⅰ（2単位）
〇減災・医療特論Ⅱ（2単位）

また修士課程の共通教育科目は14単位取得が修了要件となることから、
上記5科目以外に4単位修得すること。（1単位科目、２単位科目があるの
で注意すること）



最近４年間（R３～R６年度）の就職先・進路例

・医療機関（言語聴覚士/臨床検査技師/理学療法士/看護師等）
名古屋市立大学病院、国立病院機構名古屋医療センター＆東海北陸グ

ループなど

・一般企業(研究職・技術職等）
小野薬品工業（株）、（株）住化分析センター、一般社団法人残留農薬研

究所、ファイザー、NTTデータ通信、みずほ証券など

・進学（博士課程・博士後期課程）
名古屋市立大学博士課程、筑波大学博士後期課程、産業医科大学博士

課程、東京医科歯科大学博士課程、広島大学博士課程、東京大学博士課
程など

修了後の進路
Career Path





入試情報
Information for Entrance Exam

外国人の志願者は英語もしくは日本語で受験できます。
（筆記試験及び面接試験）

事前に、必ず分野責任者（研究室の教授）と連絡を取り、
相談した上で出願してください。（研究室の詳細は募集要
項参照）

ご自身の希望する研究室が未定の方は相談に乗ります。
入試説明会へ参加申し込みしたアドレスにその旨ご連絡く
ださい。



推薦特別選抜：出願期間と方法：（１０月入学）令和８年６月８日（月）から
１２日（金）必着 （郵送のみ） （注：推薦特別選抜令和９年４月入学は
ありません。）

募集人数：推薦特別選抜と併せて10名（詳細は募集要項）

最先端の医学、医療および生命科学に強い関心のある人。

試験科目
推薦特別選抜：面接 一般選抜：英語、基礎科学、面接

試験日：（１０月入学）令和８年７月１日（水）

研究者、専門技術者をめざす人。

学習や研究に主体的に取り組む意欲のある人。

推薦特別選抜・一般選抜（10月入学）

一般選抜：出願期間と方法：（１０月入学）令和８年７月１７日（金）から７
月 ２７日（月）必着 （郵送のみ） （注：令和９年４月入学募集要項は９
月初旬に公表予定）

試験日：（１０月入学）令和８年８月７日（金）



■田中亮学生奨励賞奨学金…年額30万円
対象：修士課程から博士課程へ進学の意志を持つ者（２年次）

R4年:１名 R5年:2名 R6年:2名 R7年:3名

■明石修三学生奨学金…授業料1年分相当額（現行535,800円）
対象：修士課程から博士課程へ進学した者（博士課程１年次）

R2年:2名  R6年:2名 R7年:選考中

■減災・医療コース奨学金…年額60万円
（令和4年度～令和10年度入学者）

対象：減災・医療コースを履修する者（1学年２名）
R4年:2名 R5年:4名 R6年:4名 R7年:選考中

大学及び医学研究科独自奨学金（R２以降支給者）

■なごや共創研究基金奨学金…半期25万円（令和6年度～）
対象：修士課程学生（博士の学位を目指す者）

R6年:12名



国際学会発表支援事業（大学院生）

海外で開催される国際学会に参加し自ら研究発表する
場合において必要となる旅費の一部を支援することに
より、学生の学術研究活動の国際化の推進を図ること
を目的とします。

学会開催時期により第１次から４次までの募集

医学研究科実績：R６年度：３名 R７年度：３名



過去問は医学研究科Websiteで公開しています。

入試手続き等の質問は学生課（入試）（853-8020)、
もしくは医学部事務課大学院担当(853-8545)へお尋
ねください。

問合せ先
For more Information
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